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広島港及び福山港における台湾・香港航路の減便について 

 

１ 要旨・目的 

広島港及び福山港においてワンハイラインズ（本社：台北市）が運航する台湾・香港

向けコンテナ航路が、週１便から隔週１便に変更されることとなった。 

この変更は９月 19 日に福山港、９月 20 日に広島港寄港予定であった便から実施され

る。 

 

２ 現状・背景 

ワンハイラインズは、平成 21 年 10 月から広島港、平成 26 年３月から福山港におい

て、台湾・香港航路を開設し、サービスを提供している。 

この度、同社における海外での事業展開の見直しにおいて、東南アジア域内でのサー

ビス提供のため、配船の変更が行われたもの。 

 

３ 概要 

(1) 航路改編の概要 

区 分 寄 港 地 

現 行 

大阪(木)→水島(木/金)→福山(金/土)→広島(土)→台中(水/木)→ 

高雄(木/金)→香港(土/日)→蛇口(土/日)→大阪(木) 

船名 総トン数 最大積載 

WAN HAI 105 9,834 トン 1,068TEU 

WAN HAI 102 9,834 トン 1,068TEU 

※２隻で運航 

変更後 

大阪(木)→水島(木/金)→福山(金/土)→広島(土)→台中(水)→ 

高雄(木)→香港(金/土)→蛇口(土)→大阪(木) 

船名 総トン数 最大積載 

WAN HAI 102 9,834 トン 1,068TEU 

※１隻で運航 

 

(2) 今後の対応 

本サービスを利用していた荷主の利便性低下に繋がることから、関係者と連携し

て、台湾・香港航路の早期復便を働きかけるなど、コンテナ航路の維持・拡充に取

り組む。 

また、利用荷主に対しては、代理店などを通じて、他航路の利用を提案するなど、

引き続き、広島港及び福山港を利用してもらえるよう努める。 
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【別紙】 

 

※１：既存の中国航路がハイフォン（ベトナム）まで延伸されたことにより、中国・東南アジア航

路に改編（10 月３日の広島港寄港便から運航） 

※２：配船の見直しにより、週１便から隔週１便に改編（９月 19 日に福山港、９月 20 日に広島

港寄港予定の便から実施） 

 


